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 自動車駆動モーター用途など，高温環境下でも使用可能な永久磁石開発の中で， Nd-Fe-B 磁

石の高保磁力化が求められている。その中で Ga を少量添加した Nd-Fe-B 焼結磁石において，

適切な焼結後熱処理に大きく保磁力が向上すること（Hc = 18 kOe 以上）が報告された[1,2]。保

磁力は Nd2Fe14B 相（主相）と数種類の Ndリッチ相（副相）が形成する微細組織に大きく依存

するため，Ga 添加 Nd-Fe-B 焼結磁石においても，熱処理による構成相の変化が高保磁力化に関

与していることが予想される。特に，Ga 添加 Nd-Fe-B 焼結磁石では，一般的な Ndリッチ相に

加えて Nd6Fe13Ga 相が粒界に生成されているため，Ga 添加で起こる大幅な保磁力向上と

Nd6Fe13Ga 相との相関について明らかにする必要

がある。そこで本研究では，Ga 添加 Nd-Fe-B 焼結

磁石について，焼結後熱処理を模した加熱条件下

の放射光 X 線回折測定を行い，熱処理による構成

相の形成過程の観察と定量評価を行った。 

実験は SPring-8 の BL02B2 で行い[3]，加熱温度

800 ºCまでの昇温過程および加熱処理過程でX線

回折測定を実施した。試料の Ga 添加 Nd-Fe-B 等

方性焼結磁石をロッド形状に加工した上で，石英

キャピラリー内に真空封入して，放射光 X 線回折

測定に用いた。昇温過程で測定した Ga 添加

Nd-Fe-B 焼結磁石の XRD プロファイルのリート

ベルト解析から主相および副相を同定し，各構成

相の体積分率を見積もった。右図に同定した構成

相の体積分率と保磁力の加熱処理温度依存性を示

す。昇温過程において，dhcp-Nd 相は保磁力が向

上する加熱温度域以上では消失していること，お

よび，Nd6Fe13Ga 相は保磁力が向上する加熱温度

域まで存在していることなどが明らかとなった。 
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(a)保磁力の加熱温度依存性。(b)昇温過程

での各相の体積分率変化。 


